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通年サイレージ方式と乳・肉牛飼養

発想転換による経営体質改善

福井県畜産試験場長
(前草地試験場牧草調整研究室長〉

最近の畜産は乳・肉牛を含め，極めて困難な極面に立

たされている。乳牛では生産調整，乳価低迷，生産資材

の値上り，肥育牛では，枝肉価格の低迷と飼料費の上昇

があり，さらに和牛仔牛も，米国の牛肉自由化の声に 1

頭当り 5----6万円安となる・・・・・・などである。しかし， こ

のように厳しい情況であるから，畜産農家は積極的に新

しい技術を導入して，体質を脚)原の強い経営に改善する

好機と言うことが出来るのである。

1. なぜサイレージ孝IJ用が有剰なのか?

数年前までは，サイレージ利用は，とくに府県で軽視

されてきた。しかし最近では，サイレージの調製利用技

術の改善，補助サイロおよび各種固定サイロの開発によ

ってサイレージの価値が見直されるようになってきた。

なぜ、サイレージがわが国の乳・肉牛飼養にとって重要な

のか述べてみよう。

1 )自給飼料を安全に貯蔵できる

乳・肉牛には年間平衡的に一定量のサイレージ給与が

好ましい。そのために貯蔵する方法が必要となるが，乾

草に比較してサイレージは降雨の影響が少なく，安全確

実に行なえる。高温・多雨・多湿な天候に最も適した貯

蔵技術であり，省力省エネ的な貯蔵法である。

2)自給飼料を多収できる

サイレージには，牧草・飼料作物を適期にー整刈りし

て貯蔵する。したがって青刈りに比較して10a当り多収

となり，さらに2毛作とか3毛作の栽培体系を実施しう

る。また，転換畑の有効活用につながり，府県の飼料基

盤の拡大につながるのである。

3)各種の原料をサイレージ化できる

牧草・飼料作物のほかに，各種野草，青刈イネ，生わ

ら高水分穀実類，根菜類，各種生粕類など多種に及

ぶ。そのほか，乳牛用，肥育牛用，養豚および養鶏用サ

イレージなど目的に応じた調製法が開発されている。

~4 )収穫・貯蔵は機械を有効利用できる

サイレージは乾草に比較して天候に左右されず、に計画

高野信雄

的に収穫できるし，大型機械をフルに活用し，共同作業

で能率を高めることができる。

5)低コストで乳・肉牛を飼養できる

サイレージのTDN1 kg当り生産費は50----80円であり

〈生産量，機械と労力などで異なる)，配合飼料のTDN

1 kg当り価格の 100"円に比較して明らかに安価で、ある。

したがって，サイレージの有効利用は低コストで牛乳・

牛肉の生産に結びつくのである。

6)サイレージ給与で個体能力の向上ができる

良質サイレージの年間平衡給与により，青刈・イナわ

ら体系より明らかに泌乳量を増加させ，繁殖牛や肥育牛

では健康ーを改善し個体能力を向上させることができる。

以上のような利点から，サイレージの重要性が再認識

され，通年サイレージ方式が，全国的に普及をみつつあ

る。現在，サイレージ量は全国で約 1，300万トンである

が，近々の中に2，000万トンに増大させる必要がある。

2. 酪農と通年サイレージの効果

現在サイレージ利用が進んでいるのが酪農であり，全
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戸数の15%が通年サイージとなり，さらに10か月以上給

与が40%に及んでいる。通年サイレージの効果は表-1

に示した。これは，栃木県における成果であるが，青刈

時代に比較して 1戸当りの牛乳生産量は45:iトンから 191

ト人自給飼料の生産量は借地と 2毛作導入によって 3

倍となった。さらに1頭当り乳量は， 4，800kgより6，080

kgと1.24倍となり，乳質では平均乳脂肪S3.6%， S NF  

8.5%に著しく改善されている。

これらの効果は第 1に仲間作りで， 3~4 戸が大型機

械を共同利用共同作業することで能率を向上し，借地に

よる飼料基盤の拡大を図ったことである。さらに，栽培

体系は冬作イタリアン，夏作トウモロコシの 2毛作であ

る。サイロはホイスト付密封地下角型サイロ， ( 3 X 3 

X 5 m)を1戸当り 8~10基を有し，約2回転している O

3. 繁殖牛農家と通年サイレージ導入効果

現在，繁殖牛農家は平在3頭の飼養で大部分が多労で

非科学的な青刈り利用を行なっている。したがって，多

頭化ができず，濃厚飼料を多給し，仔牛生産性が低い…

・ーなどの欠点がある。表-2には， 3戸の農家に2か年

間マンツーマンで通年サイレージを導入した効果を示し

たものである。

通年サイレージで水回転作を活かし， I~I 給飼料生産を

増加し，固定サイロも増加しながら補助サイロを活用し

た。結果として， 1戸当り 3頭から 9頭に増頭し，さら

に通年サイレージによって 1頭当りの購入飼料を 6.5~万

円より 2.8万円に低減させることができた。わず、か2か

年間の成果としては著しい効果と言えよう。

繁殖和牛農家は大部分が水田との複合経営であり，さ

らに広い面積の土手とか裏山を有している。水田の有効

利用(裏作とか転換田の借地)，土手や山の簡易草地化が

図られれば，さらに乾草生産が可能になろう。発想の転

換が必要な時である。普及指導関係者の一層の努力に期

待したい。

4. 肥育牛に対するサイレージ給与効果

現在わが国の肥育牛は大部分が濃厚飼料とイナわら…

・・の変則的な飼料給与が行なわれている。その中で， ビ

ーフサイグルなど肉価の低迷時になると購入飼料の重圧

に耐えられなくなる…-ーなどの弱点、をさらけ出し，糞尿

処理に手を焼いている。さらに，濃厚飼料ベッタリの飼

養では，長期の肥育によって;①尿結石，②ノレーメソパ

ラケラ，③肝膿炎……などの疾病が多発し事故が多くな

る。

これも，午に必要な繊維の不足によるもので，イナわ

らでは11蓄好性が低く，飼料価値が低いために喰い込み量

が不足するからである。

今まで，肥育牛にサイレージ給与は肥肪色を黄化させ

と 科
Aえ4
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表-1 酪農における通年サイレージ導入の効果
(13戸平均， 8ヶ年〉

何事;十知l 乳牛飼養 固定 闘日士'!H乍数業

区分

f飼111料a うJ也lちfaii 搾tl二手HRL 乳ト量ン 乳lii.員量当~:
サイロ

町" 主人主婦

青H召 手口刈46勾り三 (31600 0) 
35 9.2 (4140.08 ) (41.0800 ) 65 (21000 0) 

150 
(100) (100 ) (100) (1∞) 

通昭年和サイ5レ4ー年ジ (61479 9) (16942 0) (3314.25 ) (149217.4 ) (61.2048 ) 
380 
(734 7) (8 5) (585) 

高野1979(年)

表-2 繁殖和牛農家の通年サイレージ導入効果
(3戸平均2ヶ年)

繁殖.q二 飼料作 自給飼料 間定 繁殖 '1二

区分
日iJi数 延iill積 生産量 サイロ lDJi当り

購入飼料

a 生草トン m' 

lIi1和 54.ij' 3.3 28 1.5 6.5 

青刈り (100) 
43 

(100) (100) (100) 

H百有156 '.ド 9.0 
133 

68 21.8 2.8 

i曲年サイレージ (273) (248) (1450) (43) 

高野(l980:l.jo)

表-3 肥肉牛に対するクロ‘yプサイレージ給与効果
(3戸平均2ヶ年)

Jj巴育 b百 日増 飼料給与量

区分 iiIi数 JIJJ問 体重 体重 配ム仁3 サイレージ イナ
日 kg kg kg kg わら

イナわら
6 299 

282 
0.94 2，650 650 

濃厚飼料区 ::!::45 

サイレージ
6 299 

273 
0.91 1，563 4，575 

濃厚飼料区 ::!::11 

高野 (1980年)

て不向きである……と言われてきた。たしかに牧草や牧

草サイレージの大量給与は肉質を低下させた。最近では

十分に実の入ったトウモロコシ・大麦・ソルガム・稲な

どのホールグロップサイレージが肥育に好適であり，肉

質を低下せずに経済的に飼養できることが，数多くの試

験で確められるようになった。

表-3にはホル牡にホールグロップサイレージを給与

した場合の効果について示したものである。ホールクロ

ップサイレージ〈トウモロコシ〉は黄熟期に収穫したも

のであるが，日増体に両者に差はなかったが，配合飼料

の給与量は1頭当り約1，100kgが節約された。サイレー

ジ1kg当り11円とみても， 1頭当り1.6万円飼料費が低

下した。また，両者聞に肉質に差がなかったが，肥育の

後半100日位はサイレージ給与を中止し，イナわら又は

乾草と配合飼料を自由に給与することが大切である。

5 むすび

現在，畜産は厳しい事情下にあるが，それだけに発想

を転換し，新しい技術の導入によって，経営の体質を改

善することが大切である。乳・肉牛ともに良質サイレ{

ジ給与による飼料費の節約と個体能力の向上が最も重要

な課題と言えよう。


